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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年5月28日(2020.5.28)

【公表番号】特表2020-511542(P2020-511542A)
【公表日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-015
【出願番号】特願2020-500788(P2020-500788)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 495/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  495/04     １０５Ｚ
   Ｃ０７Ｄ  495/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月19日(2019.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｖ）で表される化合物、又はその薬学上許容される塩。

【化１】

〔式中、Ｒ１は、フェニル、ピリジル、ピリミジル、ピラゾール及びピリミジニルから選
択される芳香族又は非芳香族の置換基を表す。
　Ｒ１は、Ａ環上の任意の可能な位置に存在しうる。
　Ａ環上に、同一又は異なる２つのＲ１があってもよい。
　Ｒ１は、Ｆ、Ｃｌ、Ｎ、Ｏ及びＳから選択される１つ又は複数のヘテロ原子を有してい
てもよい。
　Ｒ１が芳香環を含む場合、芳香環は環上にＮ、Ｏ及びＳから選択される１つ又は複数の
ヘテロ原子を有していてもよい。
　Ｒ１が芳香環を含む場合、芳香環はＣ１－６炭化水素基で置換されていてもよい。
　Ｒ２は、Ｃｌ－２０炭化水素を有する脂肪族置換基又はＨを表す。
　Ｒ２’は、Ｃｌ－２０炭化水素を有する脂肪族置換基又はＨを表す。
　Ｒ２及びＲ２’は、同一であるか又は異なっていてもよい。
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　Ｒ２又はＲ２’がＨ原子である場合を含めて、Ｒ２がＲ２’と異なる場合、Ｒ２及びＲ

２’に結合するＣ原子上にキラル中心が含まれ、キラル中心の配置は（Ｓ）又は（Ｒ）の
いずれかであってよい。
　Ｒ３は、Ｃｌ－２０炭化水素を有する脂肪族置換基又はＨを表す。
　Ｒ４は、Ｃｌ－２０炭化水素を有する脂肪族置換基又はＨを表す。
　Ｒ２、Ｒ２’、Ｒ３及びＲ４は、Ｆ、Ｃｌ、Ｎ、Ｏ及びＳから選択される１つ又は複数
のヘテロ原子を有していてもよい。
　Ｒ２及びＲ２’が結合して、３～８員環を形成してもよい。
　Ｒ３及びＲ４が結合して、３～８員環を形成してもよい。
　Ｒ２又はＲ２’がＲ３に結合して、３～８員環を形成してもよい。
　Ｒ２又はＲ２’がＲ４に結合して、３～８員環を形成してもよい。〕
【請求項２】
　Ｒ１がピリジルである、請求項１に記載の化合物又はその薬学上許容される塩。
【請求項３】
　Ｒ１が、Ｆ及びＣｌから選択される１つ又は複数のヘテロ原子置換を有していてもよい
、請求項１に記載の化合物又はその薬学上許容される塩。
【請求項４】
　Ｒ１が芳香環を含む場合、芳香環はＭｅ、Ｅｔ及びＣＦ３から選択されるＣ１－６炭化
水素基で置換されていてもよい、請求項１に記載の化合物又はその薬学上許容される塩。
【請求項５】
　Ｒ２が、Ｍｅ、Ｅｔ、ｉＰｒ、Ｐｒ、サイクＰｒの置換基のうちの１つであり、Ｒ２’
がＨである、請求項４に記載の化合物又はその薬学上許容される塩。
【請求項６】
　Ｒ２及びＲ２’が結合する炭素原子が（Ｓ）配置を有する、請求項５に記載の化合物又
はその薬学上許容される塩。
【請求項７】
　Ｒ３及びＲ４が両方ともＨである、請求項５に記載の化合物、又はその薬学上許容され
る塩。
【請求項８】
　以下のいずれかの化合物である、請求項１に記載の化合物又はその薬学上許容される塩
：
　（Ｓ）－２－（１－アミノプロピル）－６－（２－フルオロピリジン－４－イル）チエ
ノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物１３ａ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（２－クロロピリジン－４－
イル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物７ａ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（ピペラジン－１－イル）チ
エノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物６７）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（１Ｈ－ピラゾール－３－イ
ル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物７ｃ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（２－メチルピリジン－４－
イル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物７ｂ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（２，５－ジフルオロピリジ
ン－４－イル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物７ｄ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（イソキサゾール－４－イル
）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物７ｅ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノプロピル）－６－（３－フルオロピリジン－４－イル）チエ
ノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物１３ｂ）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノエチル）－６－（３－フルオロピリジン－４－イル）チエノ
［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物２１）、
　（Ｓ）－２－（アミノ（シクロプロピル）メチル）－６－（３－フルオロピリジン－４
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－イル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物２５）、
　（Ｓ）－６－（２－フルオロピリジン－４－イル）－２－（２－メチル－１－（メチル
アミノ）プロピル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物３５）
、
　２－（２－アミノプロパン－２－イル）－６－（２－フルオロピリジン－４－イル）チ
エノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物３９）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（１Ｈ－イミダゾール－４－
イル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物４５）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（ピリダジン－４－イル）チ
エノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物４９）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（ピリミジン－４－イル）チ
エノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物５３）、
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（２Ｈ－１，２，３－トリア
ゾール－４－イル）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物５８）
、又は
　（Ｓ）－２－（１－アミノ－２－メチルプロピル）－６－（１Ｈ－ピロール－３－イル
）チエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（化合物６５）。
【請求項９】
　有効量の請求項１～８の化合物を対象に投与することを含む、ＣＤＣ７関連疾患を治療
する方法。
【請求項１０】
　薬学上許容される担体又は希釈剤、及び請求項１～８のいずれかに記載の化合物又はそ
の薬学上許容される塩を含む医薬組成物。
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